
構 造 調査棟数
変動率の平均

（ Ｒ３基準 → Ｒ６基準 ）

木造家屋 ５０７ １．１１９

非木造家屋 １，５２３ １．０７２

合計 ２，０３０ －

【算出方法】（評価基準第２章第２節四２・第３節四２）

再建築費評点数 ＝
基準年度の前年度における

再建築費評点数 ×

再建築費評点補正率

１ 再建築費評点補正率の設定

令和４年７月の物価水準による工事原価※

令和元年７月の物価水準による工事原価
再建築費評点補正率 ＝

Ｒ３基準 ＜令和３年度における在来分家屋＞

○ Ｒ３基準で評価された家屋を全国より2,030棟抽出し、Ｒ６基準に置き替え、変動割合を求めたもの。

木造：１．１１ 非木造：１．０７

木 造：１.０４
非木造：１.０７

再建築費評点補正率等の改正（評価基準第２章第４節二・別表第９）

Ｒ６基準案

赤字箇所について、
分科会後、追記

※ 近年の資材価格の急激な変動状況を踏まえ、家屋の適正な時価を求める観点から、
木材及び鉄鋼に分類される一部の資材価格について適正化。（令和５年６月30日告示済）
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